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不二化成工業株式会社	
ものづくり補助事業　成果事例　6

取り組みの経緯 取り組みの内容 結　　果

不二化成工業株式会社は、昭和32年にビニール高周
波加工業として静岡県沼津市で創業した。高周波で塩化
ビニールを溶着加工することを業務とし、設立当初は農
業ビニール（ビニールハウス）を主力製品としていた。
当時から高精度な高周波加工を行っており、その製造技
術による品質の高さが評価され、日本を代表する音響
メーカーからヘッドフォンのイヤーパッド部分の製造を
受注するに至り、現在では同社の主力製品にまで成長し
ている。
近年、国内の大手音響メーカーは、ハイレゾ音源（従
来のCDを超える情報量を持つ高音質音源）などの高級
機種に対する市場ニーズの高まりに対応すべく、その普
及に向けた高品質製品の開発を行っている。当該製品に
も同社の技術を凝縮したイヤーパッドが採用されること
となり、生産体制の確立が急務となっている。
高級機種のニーズに対応するためには、同社の海外工

場で製造する量産品とは異なった工程及び品質管理が求
められることから、国内工場において高付加価値製品を
製造するための生産体制の整備に取り組むこととなった。

高品質ヘッドフォンのイヤーパッド製造に対応できる
企業は国内においてはほとんど存在せず、その生産体制
を有していることが同社の大きな強みである。国内工場
におけるイヤーパッドの製造プロセスは、手作業も含め
て約２０の工程に区分されている。この中で、素材の裁
断関係工程は熟練工の手作業に頼っているが、顧客が求
める水準に対応できる人材が限られていることもあり、
全体の工程の中で裁断関係工程が最も滞る機会が多い。
また、繁忙期には熟練工が他工程を兼任して対応するた
め、平時と比較しリードタイムが延長するなど生産性が
低下する要因となっている。人材の高齢化も課題となっ
ていることから、当該工程の改善が急務であった。
こうした課題を解決するため、本事業で自動裁断機を
導入し、裁断関係の工程である「裁断＋型入れ＋マーキ
ング」の３つの工程を自動化して１つの工程に集約する
ことができるよう生産工程を改善。裁断関係工程の自動
化によるリードタイム短縮や不良率の低下、余剰人員と
なる裁断専属作業員の配置転換に取り組んだ。

同社製品の高級ヘッドフォン（左）、イヤーパッド（右） 導入した自動裁断機 CADにより裁断工程が自動化され作業時間が大幅に削減
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複数枚の生地を一度にかつ自動で裁断できる自動裁断
機を導入したことで、裁断までの複数工程を集約するこ
とに成功。従来30日要していたリードタイムは24日
に短縮されるとともに、生産能力も従来比で約25％の
増加となった。手作業による品質のばらつきも解消され、
加工精度が向上。その結果、不良率は低下し、コスト削
減と製品の品質向上につながった。さらに、今まで裁断
工程に専任で対応していた作業員は、他部署への配置転
換や兼任作業員とすることが可能となり、工場全体の工
程管理を任せることで、生産ライン効率化の一助となっ
ている。
事業終了後は、CAD導入による製品のデータ化により、

試作開発段階において顧客ニーズに対してきめ細やかな
対応が可能となった。また、高級ヘッドフォンの市場ニー
ズに対応するため、引き続き人材育成に力を入れ、将来
的なエンジニアとなりうる技術社員を育成している。
一新した生産体制を武器にさらなる需要拡大を推し進
めるとともに、海外に生産が移行しつつあるイヤーパッ
ド製造の国内回帰を図っていく。

リードタイム短縮・コスト削減等
生産性の向上を実現

付加価値型ヘッドフォン部品製造に関わる工程
自動化による生産体制の確立と国内生産回帰

国内の大手音響メーカーから高級ヘッドフォンのイヤーパッド部分の製造を請け負う同
社では、裁断工程における「熟練工の手作業」が生産効率化の課題となっていた。本事
業では、自動裁断機を導入し、関連する3つの工程を集約・自動化することで、リード
タイムの短縮や不良率の低下を達成し生産性を向上した。

具体的な事業内容06

同社の海外生産拠点

会社概要
■　社　　　名　：	不二化成工業株式会社

■　代 表 者 名　：	代表取締役　茂利一二

■　所　在　地　：	〒410-0813	
	 沼津市上香貫三貫地1245

■　取　材　地　：	同所在地

■　設 立 年 月　：	昭和34年10月

■　業　　　種　：	 �情報通信機械器具製造業

■　資　本　金　：	10,000千円

■　T　 E　 L　：	055-931-1564

■　U　 R　 L　：	 https://www.fujikasei-group.com/


